事例Ⅶ（松原市・第三中学校区地域教育協議会）　



教育活動


事例Ⅷ（柏原市・柏原子ども教室☆い・ち・み☆）　






事例Ⅸ（田尻町・田尻町立中学校区地域教育協議会）　





事例Ⅹ（箕面市・西南図書館）







事例Ⅺ（阪南市・西鳥取公民館）　






事例Ⅻ（貝塚市・貝塚市立公民館）　






問合せ先：松原市教育委員会地域教育振興課


072-337-3133





活動の概要


第三中学校区では人権学習を軸にまちづくりに取り組んできたことからヒューマンタウンフェスティバルという地域の祭りを平成８年から実施しています。校区内にある障がい者の作業所・団体、識字学校などをはじめ、高齢者団体、女性団体、青少年団体、さらには保健所なども参加しています。また校区内の幼稚園や小学校、中学校の園児・児童・生徒・教職員が人権教育の一環として参加しており、地域をあげたイベントになっているのが特徴です。このイベントを通じて多くの人が学校に集うことになり、学校を知り、地域を知り、一人ひとりを大切にするまちづくりの場となっています。





ここがポイント①


テーマをしぼる


テーマを設定する際には地域の課題を取りあげることで、イベントの趣旨が明確になり、多くの団体が目的意識をもって参画しやすくなり、地域密着型のイベントとしてその質も高まっていく





イベントの特色を出す


全市的に各中学校区で地域の祭りを実施している。校区ごとにテーマを決めており、三中校区のヒューマンタウンフェスティバルは地域の人権課題を啓発することを目的にさまざまな団体が模擬店を出したり、小中学生の学習発表やクラブの発表等を行っている。





ここがポイント②


子どもたちの主体的な関わり


子どもたちが主体的にイベントに関わることにより、さまざまな人との交流ができ、それを通じて地域への愛着と社会性が育つことにつながっている





教育活動の一環


地域の祭りであるが、児童・生徒もスタッフとして各団体の出し物に主体的に参加している。授業等で、児童・生徒がこれまで人権について学んできたことを、地域の大人とフェスタの活動を実際に体験することにより、人権感覚を育てる機会となっている。地域の大人は子どもたちが親になってその子どもと参加することを願って活動を続けている。





ここがポイント③


教職員の持つ人脈を活用


地域をよく知る教職員が、フェスティバルに参加している教え子に声をかけることにより、その教え子がさらに友だちを誘い、イベントの準備と実行に関わることで、新しい参画者として協力する体制づくりにつながっている





次のキーパーソンの育成を見すえた体制づくり


フェスティバルを実施するときには、フェスティバルに参加している団体で働いている卒業生に協力をお願いしている。それにより地域の次のキーパーソンが育っていき、実行委員会を土台から支える体制づくりにつながっている。





問合せ先：柏原市教育委員会社会教育課


072-972-1688





活動の概要


　　☆い・ち・み☆は、主に障がいのある子どもたちに対する支援活動をしているＮＰＯ法人《みんな》が行っている６つの事業のうちの一事業で、柏原市内に居住している支援が必要な小学生から高校生のための居場所づくりのことをいいます。市内の小中学校やい・ち・み事務所を活動場所としており、月６回（平日３回、土曜日３回）程度、放課後子ども教室の一つとして実施しています。平日は放課後、土曜日は午前中に活動しています。活動内容はスポーツ教室、料理教室等多岐にわたっています。また社会参加に向けた散髪体験も行っています。こうした活動を通じて、子どもたちに社会で生活していくために必要なことを体験してもらうとともに、人とつながる力を身につけてもらうようにしています。





ここがポイント①


目的を明確にする


様々な体験を通して、障がいのある子どもたちの社会参加をサポートしていくという目的を明確にもって活動している。目的を明確にすることで活動に一貫性がでて、保護者や地域の人の理解も得られやすくなる





多彩な体験活動の実施


スポーツ（ボール運動、エアロビクス、水泳、卓球等）全般、料理等遊びを通じての活動や、散髪体験、防災訓練等多くの活動メニューを実施することにより、子どもたちの社会参加に向けた支援に取り組んでいる。





休日の活動を楽しむ


土曜日にも活動を実施することにより、子どもたちにとっては学校以外の世界にふれる機会がふえる。保護者にとっても子どもたちが日中、安全安心な場所で過ごすことができることにより、その間、保護者どうしの交流が可能となる。また、子どもも保護者も緊張しないメニューを行うことで、リラックスした時間を過ごすことができる。





ここがポイント②


居住地での居場所づくり


体験活動が少ない子どもたちにとって必要なことは何か、また、保護者にとって必要なことは何かといった観点から活動内容を考えて実施するとともに、自宅の近くで活動をしていることで、近所の保護者どうしや、地域の人とのつながりができる





支援学校・支援学級を通した広報


参加者の募集は、月１回、市内小中学校の支援学級の児童生徒に学校をとおして案内を配布。また近隣の３つの府立支援学校には月１回スタッフが訪問し、案内を配布している。参加希望は直接スタッフに連絡するようになっている。





ここがポイント③


学校を経由した月ごとの案内配布


学校を通じて案内を配布することで、支援が必要な子どもたち全員に案内が行きわたるようにしている。また、参加希望の子どもの状況は学校から教えてもらっている





問合せ先：田尻町教育委員会指導課072-466-5002　06-6995-3156





活動の概要


田尻町立中学校区地域教育協議会「たじりtry・あんぐる」は田尻川クリーン作戦、登下校時の安全指導、園庭開放、親子の料理教室、小学校４年生～６年生を対象に町の公民館での通学合宿の実施などさまざまな取組みを行っています。「地域のみんなで子どもたちを育てていこう」という思いのもと、活動を始めたころは小学校・中学校に通う子どもたちを対象に事業を実施していました。その後、家庭が生活の中心になっている就学前の子どもとその保護者にも地域活動に参加してもらう取組みも必要であるとの考えから、乳幼児とその保護者が参加できる事業も実施するようになり、より多くの人がより多くの地域の人とつながることができるような取組みを行っています。





ここがポイント①


父親が参加できる活動


園庭開放や親子の料理教室など子どもが小さい時から父親が親子で参加できる事業を実施することで、就学前から地域の活動に参加してもらい、地域とのつながりを早いうちからつくってもらうようにしている





多くの人に参加してもらう


子どもとその保護者には屋外活動が好きな人もいれば、屋内での活動が好きな人もいるので、屋外事業、屋内事業の両方を実施している。また、男性の保護者も参加しやすいように土曜日にも事業を行っている。このように事業内容や実施日を工夫することで、より多くの人が参加できるように企画をしている。





ここがポイント②


既存の活動を学校の授業とリンク


地域の大人が行っている活動を、子どもたちの授業とリンクした学習の場となるようコーディネーターがつなぎ、子どもたちと地域の人が一緒に学ぶことができている





地域のみんなで学びを深める


環境保全について学習した子どもたちが、その学びをさらに深めるために地域の環境保全活動に取り組んでいる団体と一緒になって田尻川の清掃活動に取り組んでいる。地域住民にも参加を呼びかけ、子どもたちは地域の人と一緒に楽しみながら学びを深めることができている。





顔の見える関係づくり


田尻町の通学合宿ではもらい湯を実施している。もらい湯については口コミで広がり、協力してくれる家庭がふえている。子どもたちはもらい湯をしたあと、その家の人と学校での出来事など世間話をしている。子どもたちがざっくばらんに話すことができることと、その家の人が「また遊びにおいで」と声をかけてくれることにより、子どもたちは安心感とうれしさでいっぱいになっている。





ここがポイント③


子どもを核としたつながり


子どもと地域の人だけでなく子どもの保護者ともらい湯先の家庭など地域のいろいろな人とのつながりもでき、世代の異なる家庭どうしが知り合うきっかけになっている





問合せ先：箕面市立西南図書館　072-725-1022


　　　　　　　　


　　　　　熊取町





活動の概要


箕面市立西南図書館では市民団体と協働して様々な事業を実施しています。館内にある読書室の運営を市民団体に委託し、市民団体の活動の拠点としています。読書室ではスタッフが常駐し、コーヒーや紅茶（１杯１５０円）を提供し、利用者はくつろぎながら読書やおしゃべりを楽しむことができます。具体的な取組みとしては、図書館が除籍した本や寄贈本で、まだ読める本を市民に提供し、カンパをお願いするリサイクルブック、子育てや自然、暮らしかたなどをテーマに写真や絵画を集め、年４回の展示や関連講座などを行っています。また、月２回と長期休暇には視聴覚室を開放し、子どもの居場所（放課後子ども教室）として地域の大人が囲碁やパッチワークなどを子どもたちに教えています。このようにスタッフがいつもいることが図書館利用の活性化につながり、本を通じて人と人をつなぐことを可能にしています。その他、市教委と市民団体で手づくり紙芝居作品を実演で競うコンクールや紙芝居まつりを共催し、乳幼児健診時の「ブックスタート事業」なども市民団体と連携して行っています。





市民団体としての特徴を活かす


図書館や市民自身が不要となった本を廃棄せず、リサイクルすることにより、その本を必要とする人に届けるしくみを作っている。本をリサイクルした時に得たカンパ金で雑誌を購入して図書館に寄贈している。その他の活動で生み出した収入を、図書館での講演会や行事等の講師謝金などに使っている。





ここがポイント①


市民に還元する


活動で得た利益を市民に還元することにより、その団体が行政からも市民からも信頼を得るようになり、安定した活動ができるようになる





ここがポイント②


主体的参画にむけた取組み


新しいスタッフには初めは活動のサポートをしてもらっている。その後自分の興味・関心がある分野について積極的に関わってもらうことで、キーパーソンとして主体的に参画してもらえるようになる








若い世代に来てもらうための工夫


　おはなし会や読書室での声掛けや、市の広報誌や市のＨＰ、子育て支援サークルが運営しているサイトのブログ等を使って子育てに関する講演会等イベントの広報を行うことで、若い保護者と子どもの参加者が増え、その中から人とつながることが面白いと感じた人が、新たに活動に協力してくれるようになっている。





ここがポイント！⑦


ボランティアは、助け上手・助けられ上手であること。


考えや思いを言い合える関係をつくり、助け合える関係をつくる








コーディネート人材の存在


　　地域で継続して活動している各団体のメンバーが推進メンバーとなっており、さまざまな意見が出るが、一端決まると皆同じ方向に向かって協力しあえる。各メンバーと考えや思いを言い合える関係をつくることにより、必要な時に必要な人どうしをつなぐ人がいる。





ここがポイント！⑥


予算面での自立が必要。会費だけでなく、収益を得る地域住民のための活動を行う。





事業収益と会費で運営


　　


　　


　





スタッフ自身が学ぶ


　スタッフ自身が、図書館での活動を通じて資料や人とつながるだけでなく、よりよい生きかたについて深く学び、自分たちの活動を生涯学習の場としてとらえている。その学びをまちづくりにつなげたいという思いが、活動の原点になり、継続した活動ができている。


　





ここがポイント③


生涯学習としての活動


自分たちの活動の意義をスタッフが共有することで、団体の活動方針がぶれることなく、活動を続けることができている





問合せ先：阪南市立西鳥取公民館　072-472-3188





活動の概要


阪南市立西鳥取公民館では、障がい者を対象とした「ひまわりカフェ」という土日の居場所づくり事業を阪南市岬町自立支援協議会と連携して行っています。「ひまわりカフェ」とは、月に３回（２回は公民館、１回は作業所）、参加者から１００円を徴収しコーヒーや紅茶等を飲みながら自分たちの悩みの相談をしたり、世間話をしたりする事業で、障がい者が気軽に集える場として岸和田市や和歌山県からの参加も含め毎回２０～３０人が集まっています。また、コーラス活動の場を探していた視覚障がい者が、コーラス活動をしていた他の視覚障がい者に相談され、その活動に参加することになりました。相談をうけた視覚障がい者は公民館利用者でもあり、その人の働きかけでやがて公民館で活動するようになりました。その後、「障がい者のためのコーラス」として公民館の主催事業とすることにより、市の広報誌で広くメンバーを募集したところ、他の障がい者も参加され、今ではボランティアコーラスグループのみなさんと一緒に活動しています。





ここがポイント①


事業目的の明確化


事業の目的を明確にすることで、事業の運営をどのように障がいのある人にまかせていけばよいかという方向性が明らかになり、ひいては障がいのある人の自覚や意識を高めることにもつながっている





障がい者自身が運営者になる


「ひまわりカフェ」は学齢を終えた障がいのある人の居場所づくりと社会参加を目的として行っていることから、カフェの運営は、できるだけ障がいのある人にまかせている。こうすることで事業の運営者としての自覚がめばえ、主体的に運営するようになっている。





支援の幅を広げる取組み


福祉部局の障がいのある人に対する支援では、ヘルパーと本人の関係が中心となり、福祉サービスを受ける際に伴う規制があり、できる支援が限られるが、他の部局と連携することにより支援の幅が広がり、厚みのある支援が実施できるようになる。





ここがポイント②


連携によるメリットを活かす


障がいのある人の立場にたって、必要な支援を考えることにより、障がい者理解が促進され、より暮らしやすい社会に近づくことができる





ここがポイント③


高い目標をもった活動


参加者はみんなうまくなりたいという思いをもっている。指導者は障がいのあるなしに関わらず年配の方には使い慣れているカセットテープに音程を録音し配布するなど練習方法を工夫することで、全ての参加者が満足する活動ができる





必要な支援だけを行う


障がいのある人とない人が一緒になってサークル活動を行うときは、練習会場のいすの準備や片付けなど必要最小限の支援だけを行うことにより、互いに支えあうという関係ができ、仲間としての意識が生まれてくる。





問合せ先：貝塚市立中央公民館 072-433-7222


貝塚市立山手地区公民館 072-446-0090　


貝塚市立浜手地区公民館072-431-0926





活動の概要


　　貝塚市には浜手地区、中央、山手地区の三つの公民館があります。どの公民館も障がい者関連の講座をはじめさまざまな活動を行っています。中でも特徴的な取組みとしては三つの公民館で行っている「日本語会話読み書き教室」という講座があります。この講座は、さまざまな事情により学校に行けなかった人や、外国から日本に来て日常生活に不自由している人などを対象に行っています。貝塚市の場合は現在、受講生は外国人ばかりで、その多くはタイ、フィリピンなどのアジア各地から来日し、地場産業である繊維関連産業等に従事している人たちです。





地域住民のニーズを考える


行政部局の統計等で地域に外国人が増えていることがわかり、地域で生きにくさを感じている外国人に安心して生活してもらうために講座を企画した。初めは勤め先の雇用主や市の国際交流担当者が受講をよびかけ、その後は受講者が知り合いに声をかけることで、継続的な講座として実施できている。





ここがポイント①


外国人の居場所づくり


日本での生活に慣れていない外国人が、日本の生活習慣を知るための情報収集の場であるとともに、外国人の居場所になるようにしている





ここがポイント②


一部費用の本人負担


公民館事業として実施しているが、教材費については受講者から実費を徴収し自覚を促すことで、学ぶ意欲が高まっている。





受講者の自覚を促す


受講者に自覚を持って講座に参加してもらうために、行政が受講者に対してすべてのサービスを提供するのではなく、参加者にも経費の一部を負担してもらうようにしている。





ここがポイント③


生活を支援する


講師は外国人に日本語を教えるだけでなく、悩みごとの相談にのったり、子どもが学校からもらってくる手紙を読んだりすることで、受講者の日常生活の支援も行っている。





生きがいとしての活動


ボランティアの講師が現在はマンツーマンで受講生の指導をしている。ボランティアはそのことを生きがいに感じており、受講生に喜んでもらえることが自分の活動を続けていくことにつながっている








